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清の領土図 康熙帝（1661～1722 年）の頃。 

世界初の蒸気自動車 

世界初の蒸気機関車（ペナダレン号） 

ジェニー紡績機 

クラーモント号（米国のロバート・フルトン） 
フックの顕微鏡 

自画像（1669 年） 
レンブラント 
 

清
（
1644
年
❘
1911
年
）―

年
表―

 

1644
年 

李
自
成
、
西
安
を
落
と
し
、
国
号
を
大
順
と
定
め
、
順
王
を
称
す
。
日
本
、
1639
年 

鎖
国
完
成
。 

４
月
、
崇 す

う

禎 て
い

帝 て
い

、
景
山
で
自
殺
。
李
自
成
、
北
京
を
占
領
し
、
明
滅
亡
。 

６
月
、
清
と
呉
三
桂
軍
、
華
北
で
李
自
成
軍
を
破
り
北
京
に
入
城
。
李
自
成
軍
、
北
京
を
放
棄
。 

順
治
帝
即
位
し
、
北
京
紫
禁

し

き

ん

城
じ
ょ
う

の
玉
座
に
座
り
、
清
、
中
国
王
朝
と
な
る
。
南
京
に
福
王
立
つ
。 

1645
年 

清
、
南
京
を
攻
め
る
。
福
王
政
権
滅
ぶ
。
福
建
に
唐
王
立
つ
。
紹
興
に
魯
王
立
つ
。
李
自
成
殺
さ
る
。 

1646
年 

唐
王
政
権
滅
ぶ
。
魯
王
政
権
滅
ぶ
。
肇
慶
に
桂
王
（
永
明
王
）
立
つ
。 

1661
年 

順
治
帝
没
、
康
熙
帝
即
位
。
清
、
中
国
統
一
。
桂
王
捕
ら
え
ら
れ
、
南
明
政
権
全
滅
。
鄭
成
功
台
湾
占
拠
。 

1662
年 

桂
王
処
刑
さ
れ
る
。
鄭
成
功
没
す
。
1665
年
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ッ
ク
細
胞
発
見
。
1669
年
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
没
。 

1673
年 

呉
三
桂
挙
兵
、
三
藩
の
乱
お
こ
る
。
1675
年
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
没
。
1676
年
レ
ー
ウ
ェ
ン
フ
ッ
ク
細
菌
発
見
。 

1681
年
、
呉
三
桂
自
殺
、
三
藩
の
乱
平
定
さ
る
。 

1683
年 

台
湾
平
定
さ
れ
る
。
1684
年 

傅
山
没
。 

1687
年 

ニ
ュ
ー
ト
ン
「
万
有
引
力
の
法
則
」
発
見
。
1705
年
？
朱
耷
没
。 

1689
年 

ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
締
結
。
芭
蕉
『
奥
の
細
道
』
1702
年
討
ち
入
り
。 

1716
年 

『
康
煕
字
典
』
成
る
。 

 

尾
形
光
琳
没
。
1707
年 

石
濤
没 

1720
年 

清
、
チ
ベ
ッ
ト
を
支
配
す
る
。
広
東
に
公
行
創
設
。 

1722
年 

康
熙
帝
没
、
雍
正
帝
即
位
。
1725
年
『
古
今
図
書
集
成
』 

1735
年 

雍
正
帝
没
、
乾
隆
帝
即
位
。
1727
年 

キ
ャ
フ
タ
条
約
締
結
。 

1740
年 

苗
族
の
乱 

1747
年 

大
金
川
・
小
金
川
の
乱
（
～
1749
）
『
三
希
堂
法
帖
』 

1750
年 

チ
ベ
ッ
ト
の
乱
平
定
。
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
没
。 

1757
年 

外
国
貿
易
を
広
東
一
港
に
限
定
。
ジ
ュ
ン
ガ
ル
を
滅
ぼ
す
。 

1759
年 

回
部
を
平
定
し
、
新
疆
を
置
く
。
金
石
学
の
発
展
。
英
国
に
よ
る
イ
ン
ド
の
植
民
地
化
。 

1760
年 

英
国
の
産
業
革
命
（
～
1840
）
1763
年 

金
農
没
。
1764
年 

鄭
燮
没
。 

1765
年 

ビ
ル
マ
に
出
兵
（
～
1769
） 

英
国
の
ワ
ッ
ト
、
蒸
気
機
関
を
改
良
。 

1767
年 

英
国
で
ジ
ェ
ニ
ー
紡
績
機
発
明
。
篆
書
・
隷
書
の
流
行
。 

1769
年 

仏
国
で
キ
ュ
ー
ニ
ョ
ー
が
世
界
初
の
自
動
車
（
蒸
気
自
動
車
） 

1772
年 

『
四
庫
全
書
』
の
編
纂
開
始
。 

1776
年 

ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言
公
布
。 

 

碑
学
派
の
台
頭
。 

1781
年 

甘
粛
の
回
教
徒
の
乱
お
こ
る
。 

1782
年 

『
四
庫
全
書
』
成
る
。
1783
年
世
界
初
の
蒸
気
船
（
仏
の
ダ
バ
ン
） 

1786
年 

台
湾
の
林
爽
文
の
乱
お
こ
る
。 

1787
年 

ア
メ
リ
カ
、
合
衆
国
憲
法
制
定
。 

1788
年 

ベ
ト
ナ
ム
に
出
兵
（
～
1789
） 

1789
年 

米
合
衆
国
政
府
成
立
、
ワ
シ
ン
ト
ン
初
代
大
統
領
に
。 

７
月
14
日
フ
ラ
ン
ス
革
命
（
～
1799
年
11
月
９
日
） 

1791
年 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
没
。 

1793
年 

イ
ギ
リ
ス
全
権
大
使
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
北
京
に
来
る
。 

1796
年 

乾
隆
帝
退
位
し
、
嘉
慶
帝
即
位
。
白
蓮
教
徒
の
乱
（
～
1804
） 

1798
年 

リ
ト
グ
ラ
フ
発
明
（
独
）
1799
年
ボ
ル
タ
、
電
池
を
発
明
。
電
気
の
存
在
を
証
明
し
た
。 

1804
年 

ナ
ポ
レ
オ
ン
、
皇
帝
と
な
る
。
劉
墉
没
。
1802
年
王
文
治
没
。
1805
年 

鄧
石
如
没
。 

英
国
で
世
界
初
の
蒸
気
機
関
車
（
Ｒ
・
ト
レ
ビ
シ
ッ
ク
）
1812
年
蒸
気
機
関
に
よ
る
印
刷
機
発
明
（
独
） 

1806
年 

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡
。 

英
国
で
機
械
打
ち
こ
わ
し
運
動
起
こ
る
（
1811
～
17
年
） 

1807
年 

蒸
気
船
ク
ロ
ー
モ
ン
ト
号
ハ
ド
ソ
ン
河
を
航
行
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
独
立
運
動
起
こ
る
。
1815
年 

伊
秉
綬
没
。 
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現存最古の写真・1825 年頃 

（仏国のニエプス作） 

モネ 印象、日の出 

ダーウィンの進化論 

ホー型輪転印刷機 

電信機機 

北斎「凱風快晴」 

ベートーヴェン 

のデスマスク 

タイプライター 
（1880年代） 

黒船 サスケハナ 

蓄音機（エジソン） 

 

ベルと電話機 

白熱電球 

コロー（1864 年） 
「モルトフォンテーヌの思い出」 

ミレー 落穂拾い（1857 年） 

ＤＮＡ 

1816
年 

イ
ギ
リ
ス
全
権
大
使
ア
マ
ー
ス
ト
北
京
に
来
る
。
1818
年 

翁
方
綱
没
。 

1821
年 

道
光
帝
即
位
。
1822
年 

陳
鴻
寿
没
。 

1827
年 

こ
の
頃
よ
り
ア
ヘ
ン
輸
入
に
よ
り
入
超
、
銀
流
出
は
じ
ま
る
。 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
没
。
ニ
エ
プ
ス
（
仏
）、
写
真
の
発
明
。 

1832
年 
北
斎
「
富
嶽
三
十
六
景
」 

1835
年 

電
信
機
の
発
明
（
モ
ー
ル
ス
）
1836
年
『
芸
舟
双
楫
』 

1839
年 

６
月
、
林
則
徐
、
没
収
ア
ヘ
ン
を
廃
棄
。
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
（
仏)

 

1840
年 

ア
ヘ
ン
戦
争
。
６
月
、
イ
ギ
リ
ス
軍
広
東
封
鎖
。
チ
ユ
ー
ブ
入
り
絵
具
発
明
。 

 
 

 
 

英
・
仏
・
独
で
製
紙
業
が
手
漉
き
か
ら
機
械
漉
き
に
（
1837
～
45
） 

1841
年
ポ
ー
『
モ
ル
グ
街
の
殺
人
』 

1842
年 

８
月
、
南
京
条
約
調
印
（
香
港
島
を
イ
ギ
リ
ス
に
割
譲
）。 

1844
年 

７
月
、
清
米
望
厦
条
約
。
10
月
、
清
仏
黄
埔
条
約
。 

1845
年 

ワ
ー
グ
ナ
ー
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
1846
年
米
国
の
ホ
ー
輪
転
印
刷
機
製
作
。 

1847
年 

ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
『
猟
人
日
記
』（
～
52
） 

1848
年 

マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
共
産
党
宣
言
』 

1851
年 

咸
豊
帝
即
位
。
1849
年 

阮
元
没
。 

1851
❘
1864
年 

太
平
天
国
の
乱
。 

1853
年 

３
月
、
太
平
天
国
南
京
占
領
。 

７
月
黒
船
、
ペ
リ
ー
、
浦
賀
来
航
。
ク
リ
ミ
ア
戦
争
（
～
56
） 

1854
年 

３
月
、
再
び
ペ
リ
ー
来
航
。
日
米
和
親
条
約
締
結
。
鎖
国
終
る
。 

1856
年 

10
月
ア
ロ
ー
号
事
件
発
生
。
1857
年
仏
国
の
ス
コ
ッ
ト
蓄
音
機
発
明
。 

1858
年 

清
露
ア
イ
グ
ン
条
約
締
結
。
1857
年
セ
ポ
イ
の
反
乱
。 

1859
年 

ダ
ー
ウ
ィ
ン
『
種
の
起
源
』
９
月
、
安
政
の
大
獄
。 

６
月
、
露
・
米
・
英
・
仏
と
天
津
条
約
締
結
。 

1860
年 

10
月
、
英
仏
連
合
軍
北
京
占
領
。
北
京
条
約
締
結
。 

リ
ン
カ
ー
ン
、
大
統
領
に
就
任
。 

1861
年 

洋
務
運
動
開
始
。 

 
 

４
月
、
ア
メ
リ
カ
、
南
北
戦
争
開
始
（
～
65
） 

1861
年 

イ
タ
リ
ア
統
一
完
成
。 

1862
年 

同
治
帝
即
位
。
西
太
后
の
垂
簾
聴
政
。 

1864
年 

７
月
、
南
京
陥
落
、
太
平
天
国
滅
亡
。
９
月
、
四
国
連
合
艦
隊
下
関
砲
撃
。 

1865
年 

メ
ン
デ
ル
「
遺
伝
の
法
則
」 

ト
ル
ス
ト
イ
『
戦
争
と
平
和
』
（
～
69
） 

1866
年 

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
罪
と
罰
』 

1867
年 

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
発
明
。
パ
ス
ツ
ー
ル
、
病
原
微
生
物
発
見
。
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
。 

1868
年 

１
月
、
明
治
維
新
。
明
治
元
年
。
1867
年 

米
国
で
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
実
用
化
。 

1869
年 

11
月
、
ス
エ
ズ
運
河
開
通
。
東
京
首
都
と
な
る
。
ミ
ー
シ
ャ
ー
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
発
見
。 

1870
年 

普
仏
戦
争
。
世
界
初
の
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
発
明
（
マ
ル
ク
ス
）
呉
譲
之
没
。 

1871
年 

９
月
、
日
清
修
好
条
規
調
印
。
ド
イ
ツ
統
一
完
成
。
パ
リ
・
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
。 

1872
年 

新
橋
～
横
浜
間
に
鉄
道
開
通
。
全
国
に
小
学
校
を
つ
く
る
。 

東
京
、
大
阪
間
に
電
信
開
通
。
太
陽
暦
採
用
。
1873
年 

何
紹
基
没
。 

1874
年 

第
１
回
印
象
派
展
（
パ
リ
） 

1875
年 

光
緒
帝
即
位
。 

1876
年 

２
月
、
日
朝
修
好
条
規
締
結
。
米
国
の
ベ
ル
、
電
話
機
発
明
。 

1877
年 

４
月
、
在
外
公
館
始
ま
る
。
エ
ジ
ソ
ン
の
蓄
音
機
改
良
。 

1879
年 

４
月
、
琉
球
藩
を
廃
止
し
沖
縄
県
設
置
。
1878
年
、
ス
ワ
ン
白
熱
電
球
発
明
。 

1880
年 

ロ
ダ
ン
「
考
え
る
人
」
発
表
。
楊
守
敬
来
日
。 

マルクスカー 

  

 

Ｅ・Ａ・ポー 
ダゲレオタイプ 
で撮影した肖像
写真。（1848 年） 
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セザンヌ「リンゴとオレ
ンジ」（1900 年ころ） 

Ｈ・ベクレル 

アインシュタイン 

世界初の有人飛行 
（1903 年 12 月 17 日） 
ライトフライヤー号 

マルコーニの無線機 

世界初の映画（1895 年） 
リュミエール兄弟製作 カンディンスキー「水彩に

よ る 始 め て の 抽 象 画 」
（1910 年） 

敦煌、莫高窟
の調査中のポ
ール・ぺリオ
（1908 年） 

アルプ「鳥と蝶の埋
葬、ツァラの肖像 
1917 年 ダダイズム
の作例。 

1881
年 

２
月
、
清
露
イ
リ
条
約
締
結
。 

1882
年 

８
月
、
朝
鮮
へ
日
清
両
国
出
兵
。
コ
ッ
ホ
結
核
菌
発
見
。 

1884
年 

８
月
、
清
仏
戦
争
始
ま
る
。
趙
之
謙
没
。 

1885
年 

６
月
、
清
仏
、
天
津
条
約
締
結
。 

1886
年 
７
月
、
英
清
ビ
ル
マ
条
約
締
結
。
１
月
、
ビ
ル
マ
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
に
。 

1887
年 

東
京
に
電
灯
が
つ
く
。
こ
の
頃
フ
ロ
イ
ト
「
精
神
分
析
」。
ヘ
ル
ツ
、
電
波
発
見
。 

1888
年 

10
月
、
康
有
為
、
第
一
上
書
。
ニ
ー
チ
ェ
『
こ
の
人
を
見
よ
』 

1889
年 

２
月
、
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
。
東
海
道
線
全
線
開
通
。
1891
年
ゴ
ッ
ホ
没
。 

1894
年 

７
月
、
日
清
戦
争
開
始
（
～
95
）
７
月
、
日
本
軍
、
朝
鮮
王
宮
占
領
。 

1895
年 

４
月
、
下
関
条
約
調
印
。
三
国
干
渉
。
５
月
、
康
有
為
ら
公
車
上
書
。 

フ
ラ
ン
ス
で
映
画
の
発
明
。
Ｘ
線
を
発
見
。
マ
ル
コ
ー
ニ
無
線
電
信
発
明
。 

６
月
、
日
本
軍
、
台
北
を
占
領
し
、
台
湾
総
督
府
設
置
。 

1896
年 

ウ
ラ
ン
放
射
能
の
発
見
（
仏
国
の
ベ
ク
レ
ル
）
楊
峴
没
。 

1898
年 

３
月
、
独
、
膠
州
湾
、
ロ
シ
ア
、
大
連
・
旅
順
を
租
借
。 

４
月
、
仏
、
広
州
湾
租
借
。
７
月
、
英
、
威
海
衛
租
借
。 

９
月
、
戊
戌
政
変
、
西
太
后
訓
政
へ
。
キ
ュ
リ
ー
夫
妻
ラ
ジ
ウ
ム
発
見
。 

1899
年 

４
月
、
山
東
で
義
和
団
事
件
。
甲
骨
文
発
見
さ
れ
る
。 

1900
年 

６
月
、
義
和
団
、
北
京
列
国
公
使
館
包
囲
、
清
朝
列
国
に
宣
戦
。
量
子
論
。
ス
タ
イ
ン
（
英
）
中
央
ア
ジ
ア
探
検
。 

1901
年 

９
月
、
辛
丑
条
約
締
結
。 

 

西
域
（
敦
煌
・
楼
蘭
な
ど
）
で
肉
筆
資
料
発
見
。
ヘ
デ
ィ
ン
（
ス
）
楼
蘭
発
掘
。 

1902
年 

８
月
、
学
堂
章
程
発
布
。
魯
迅
、
日
本
に
留
学
。
１
月
、
日
英
同
盟
成
立
。
呉
大
澂
没
。
大
谷
光
瑞
、
第
一
次
探
検
。 

1903
年 

ロ
シ
ア
軍
、
満
洲
を
占
領
。
ラ
イ
ト
兄
弟
飛
行
機
を
発
明
。 

1904
年 

２
月
、
日
露
戦
争
勃
発
（
～
05
）、
中
国
は
中
立
宣
言
。
米
国
の
ル
ー
ベ
ル
、
紙
へ
の
平
版
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
発
明
。 

1905
年 

８
月
、
東
京
で
中
国
同
盟
会
成
立
。
９
月
、
科
挙
廃
止
。
９
月
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
調
印
。 

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
「
特
殊
相
対
性
理
論
」。
夏
目
漱
石
『
我
輩
は
猫
で
あ
る
』 

1906
年 

４
月
、
京
漢
鉄
道
全
線
開
通
。
６
月
、
日
本
、
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
設
立
。
セ
ザ
ン
ヌ
没
。 

1907
年 

革
命
派
の
武
力
蜂
起
相
次
ぐ
。
セ
ザ
ン
ヌ
の
没
後
初
の
回
顧
展
。
リ
ル
ケ
『
新
詩
集
』 

1908
年 

宣
統
帝
即
位
。
各
省
で
国
会
開
設
運
動
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
発
明
。
ぺ
リ
オ
（
仏
）
敦
煌
発
掘
開
始
。 

1909
年 

伊
藤
博
文
ハ
ル
ピ
ン
で
暗
殺
さ
れ
る
。
1908
年
頃
、
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
の
無
調
音
楽
。 

1910
年 

８
月
、
日
本
、
朝
鮮
を
併
合
。
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
に
よ
る
最
初
の
抽
象
絵
画
。 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
』『
芸
術
に
お
け
る
精
神
的
な
も
の
に
つ
い
て
』
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
（

1911
年
） 

1911
年 

10
月
、
辛
亥
革
命
。
清
滅
亡
。
ア
ム
ン
ゼ
ン
南
極
探
検
。『
和
声
学
』
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
。 

1912
年 

１
月
、
中
華
民
国
南
京
臨
時
政
府
成
立
。
孫
文
、
臨
時
大
総
統
に
就
任
。 

３
月
11
日
中
華
民
国
臨
時
約
法
公
布
（
ア
ジ
ア
で
最
初
の
共
和
制
国
家
の
憲
法
）。 

袁
世
凱
、
北
京
で
臨
時
大
総
統
に
就
任
。
日
本
、
大
正
元
年 

カ
フ
カ
『
変
身
』 

1913
年 

９
月
、
第
２
革
命
敗
北
し
、
孫
文
ら
日
本
へ
。 

プ
ル
ー
ス
ト
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
第
一
巻
刊
行
。
呉
昌
碩 

1914
年 

７
月
、
孫
文
、
東
京
で
中
華
革
命
党
を
結
成
。
11
月
、
日
本
軍
、
青
島
占
領
。 

パ
ナ
マ
運
河
開
通
。
７
月
、
第
一
次
世
界
大
戦
開
始
。
康
有
為 

1915
年 

１
月
、
日
本
、
対
華
21
ヵ
条
要
求
提
出
。
12
月
、
反
袁
世
凱
の
第
３
革
命
勃
発
。 

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
「
一
般
相
対
性
理
論
」。
芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
』。
楊
守
敬
没
。 

1916
年 

６
月
、
袁
世
凱
死
去
。
軍
閥
割
拠
の
時
代
へ
。 

「
ダ
ダ
」
が
発
生
す
る
。
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ジ
ョ
イ
ス
『
若
き
芸
術
家
の
肖
像
』 

1917
年 

ロ
シ
ア
革
命
。 

 

考える人 
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第６代皇帝 
乾隆帝 

第７代皇帝
嘉慶帝 

第４代皇帝 
康熙帝 

第５代皇帝 
雍正帝 

第３代皇帝 
順治帝 

第２代皇帝 
ホンタイジ 

初代皇帝 
ヌルハチ 

※
清
の
王
室
の
名
字
で
あ
る
「
愛
新
覚
羅
」（
ア
イ
シ

ン
ギ
ョ
ロ
）
と
は
、
「
金
の
末
裔
」
と
い
う
意
味
。 清の最大版図 

清
代
の
眺
望
１
（
清
朝
中
期
ま
で
） 

清
代
は
、
人
口
わ
ず
か
数
十
万
の
騎
馬
民
族
で
あ
る
満
州
族
が
、
人
口
数
億
の
他
民
族
を
支
配
し
た
時
代
で
あ
る
。 

清
朝
は
、
八
割
以
上
を
占
め
る
漢
民
族
の
ほ
か
に
、
満
州
族
・
モ
ン
ゴ
ル
族
・
チ
ベ
ッ
ト
族
・
ミ
ャ
オ
族
・
回
族
・
ウ
ィ
グ
ル
族
な

ど
の
民
族
か
ら
な
る
多
民
族
国
家
で
あ
り
、
明
朝
の
政
治
制
度
や
社
会
体
制
を
そ
っ
く
り
引
き
継
ぐ
こ
と
で
漢
民
族
を
支
配
し
た
が
、

弁
髪
の
強
制
な
ど
に
、
支
配
者
と
し
て
の
自
民
族
利
益
第
一
の
顔
が
表
れ
て
い
る
。
十
二
代
、
約
３
０
０
年
続
い
た
中
国
史
上
最
大

の
国
家
で
あ
る
。
漢
人
文
化
に
同
化
す
る
こ
と
を
、
中
国
統
治
の
基
本
と
し
た
。 

中
国
の
東
北
地
方
に
は
、
伝
説
に
よ
る
と
、
紀
元
前
37
年
に
、
朱
蒙
が
建
国
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
高
句
麗
が
あ
っ
た
。 

高
句
麗
は
、
668
年
に
唐
と
新
羅
の
連
合
軍
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
、
そ
の
あ
と
に
渤
海
国
が
興
っ
た
。
渤
海
国
は
10
世
紀
に
遼
（
契
丹

族
の
国
）
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
12
世
紀
に
女
真
族
が
遼
を
滅
ぼ
し
、
金
を
建
国
し
た
。
金
は
、
中
原
を
攻
め
、
北
宋

を
倒
し
、
西
夏
と
南
宋
を
朝
貢
国
と
し
た
が
、
１
２
３
４
年
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
。 

17
世
紀
の
は
じ
め
、
愛
新
覚
羅
氏
出
身
の
ヌ
ル
ハ
チ
が
、
多
く
の
部
族
に
分
か
れ
て
争
っ
て
い
た
女
真
族
を
統
一
し
た
。 

ヌ
ル
ハ
チ
は
、
１
６
１
６
年
に
帝
位
に
つ
き
、
金
の
復
興
の
願
い
を
込
め
て
、
国
号
を
金
（
12
世
紀
の
金
朝
と
区
別
す
る
た
め
後
金

と
も
い
う
）
と
し
、
民
族
名
を
女
真
か
ら
満
州
族
に
改
め
、
満
州
文
字
を
制
定
し
、
１
６
１
８
年
、
明
に
対
し
宣
戦
布
告
し
、
明
帝

国
か
ら
の
独
立
を
め
ざ
し
た
。
ヌ
ル
ハ
チ
の
第
八
子
の
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
、
朝
鮮
や
モ
ン
ゴ
ル
族
を
制
圧
し
、
帝
位
に
つ
い
て
、
１
６

３
６
年
、
国
号
を
金
か
ら
清
に
改
め
た
。
中
国
東
北
部
を
制
圧
し
た
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
山
海
関
で
明
軍
と
対
峙
し
た
ま
ま
、
１
６
４
３

年
急
死
し
た
。
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
第
九
子
の
順
治
帝
が
、
５
歳
で
帝
位
に
つ
き
、
叔
父
の
ド
ル
ゴ
ン
が
摂
政
と
な
っ
た
。 

１
６
４
４
年
、
明
の
崇
禎
帝
が
自
殺
し
、
李
自
成
が
北
京
を
奪
い
、
明
朝
は
滅
ん
だ
。
清
軍
は
、
山
海
関
を
開
城
し
て
清
に
投
降
し

た
呉
三
桂
と
と
も
に
北
京
を
攻
め
、
李
自
成
軍
に
大
勝
し
、
北
京
を
占
領
し
た
。
１
６
５
０
年
ド
ル
ゴ
ン
が
死
に
、
13
歳
の
順
治
帝

に
よ
る
親
政
が
始
ま
っ
た
。
１
６
５
９
年
、
鄭
成
功
軍
に
勝
ち
、
国
内
を
ほ
ぼ
平
定
し
た
が
、
１
６
６
１
年
24
歳
で
急
死
し
た
。 

    

「
三
世
の
春
」
清
朝
の
黄
金
時
代
（
明
朝
以
上
に
中
国
的
な
皇
帝
た
ち
） 

１
６
６
１
年
、
順
治
帝
の
第
三
子
の
康
熙
帝
が
８
歳
で
即
位
し
た
。
１
６
６
９
年
、
専
横
な
大
臣

の
オ
ボ
イ
を
投
獄
し
て
、
14
歳
で
親
政
を
始
め
た
。
康
熙
帝
は
唐
代
の
太
宗
（
李
世
民
）
と
並
ぶ

中
国
歴
代
最
高
の
名
君
と
い
わ
れ
る
。
１
６
８
１
年
、
三
藩
の
乱
を
鎮
圧
し
、
１
６
８
３
年
台
湾

を
制
圧
し
て
、
中
国
を
完
全
に
統
一
し
た
。
１
６
８
９
年
ロ
シ
ア
帝
国
と
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
を

結
び
、
始
め
て
国
境
を
決
め
、
外
モ
ン
ゴ
ル
を
領
土
に
加
え
、
チ
ベ
ッ
ト
を
支
配
し
、
ジ
ュ
ン
ガ

ル
の
反
乱
を
平
定
し
た
。
西
洋
の
学
問
・
技
術
や
芸
術
に
興
味
を
持
ち
、
学
び
、
習
得
し
、
『
康

煕
字
典
』
な
ど
も
編
纂
さ
せ
た
。
１
７
２
２
年
在
位
61
年
の
冬
、
病
で
急
死
し
た
。
雍
正
帝
は
康

熙
帝
の
第
４
子
で
、
44
歳
で
即
位
し
た
。
在
位
は
14
年
だ
け
だ
が
、
税
制
改
革
、
財
政
の
建
て
直
し
な
ど
、
内
政
を
固
め
、
情
報
収

集
の
た
め
の
「
軍
機
処
」
を
つ
く
り
、
揺
る
が
ぬ
体
制
を
築
い
た
。
文
化
的
に
は
『
古
今
図
書
集
成
』
な
ど
を
完
成
さ
せ
た
。
１
７

３
５
年
秋
、
58
歳
で
突
然
死
し
た
。
死
因
は
不
明
。
雍
正
帝
の
第
４
子
の
乾
隆
帝
が
25
歳
で
即
位
し
た
。 

乾
隆
帝
の
時
代
が
清
の
最
盛
期
で
あ
る
。
在
位
60
年
の
間
に
、
中
国
史
上
最
大
の
領
土
を
得
、
経
済
力
も
中
国
史
上
頂
点
に
達
し
た
。 

「
三
希
堂
」
を
つ
く
り
、
10
年
の
歳
月
を
か
け
た
『
四
庫
全
書
』
の
編
纂
、
故
宮
の
文
物
の
大
半
を
蒐
集
し
整
理
す
る
な
ど
、
中
国

に
対
す
る
功
績
は
計
り
知
れ
な
い
が
、
中
国
の
歴
史
は
こ
の
辺
り
を
頂
点
に
し
て
下
降
線
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。 

康
熙
帝
・
雍
正
帝
・
乾
隆
帝
の
時
代
の
約
１
３
０
年
余
は
、
中
国
史
上
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、「
三
世
の
春
」
（
康
雍
乾
盛

世
）
と
謳
わ
れ
る
が
、
中
国
文
明
の
最
期
の
輝
き
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
中
国
の
人
口
は
、
こ
の
時
代
ま
で
、
平
均
６
千

万
人
く
ら
い
で
あ
っ
た
が
、
康
熙
帝
か
ら
乾
隆
帝
の
時
代
に
か
け
て
増
え
続
け
、
１
７
９
０
年
に
は
３
億
に
な
り
、
嘉
慶
帝
の
こ
ろ

に
は
４
億
人
を
超
え
、
さ
ら
に
増
え
続
け
、
清
朝
滅
亡
へ
の
芽
を
育
て
て
い
く
こ
と
に
も
な
っ
た
。 

   



書道もろもろ塾 5-7（’12,7,8） 66 

中国地図 部分 傅山肖像（清代学者象伝） 

動
乱
の
明
末
清
初
の
つ
づ
き 

傅
山

ふ

ざ

ん

（
明
の
万
暦
34
年
～
清
の
康
煕
23
年
）（
１
６
０
６
～
１
６
８
４
年
） 

今
の
山
西
省
太
原
市
陽
曲
の
人
。
名
は
鼎
臣
、
の
ち
に
山
と
改
名
。
字
は
青
竹
、
の
ち
青
主
、
仁
仲
。 

号
は
、
僑
山
、
石
道
人
、
丹
崖
子
、
青
羊
庵
主
、
朱
衣
道
人
な
ど
。
道
号
を
、
真
山
、
五
峰
道
人
な
ど
。 

明
の
遺
民
と
し
て
、
最
期
ま
で
清
に
仕
え
な
か
っ
た
傅
山
は
、
清
へ
の
抵
抗
運
動
の
た
め
に
、
多
く
の
名
前
を
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

傅
山
は
幼
少
か
ら
異
常
に
賢
か
っ
た
ら
し
く
、
一
度
目
に
し
た
文
字
は
必
ず
覚
え
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。 

傅
一
族
は
山
西
地
方
の
富
裕
階
級
で
あ
り
、 

大
地
主
で
、
代
々
学
者
の
家
柄
で
あ
っ
た
。 

七
歳
の
こ
ろ
よ
り
、
父
（
離
垢
）
か
ら
学
問
や
書 

の
教
養
を
与
え
ら
れ
、
塾
で
厳
し
く
教
育
さ
れ
た
。 

十
四
歳
で
県
学
に
入
学
し
、
十
九
歳
で
府
学
に
入
学 

し
た
。
二
十
二
歳
の
時
、
長
男
の
眉
が
産
ま
れ
た
が
、 

二
十
六
歳
の
と
き
、
妻
の
張
静
君
が
亡
く
な
っ
た
。 

傅
山
は
生
涯
再
婚
せ
ず
眉
を
育
て
た
。
眉
は
成
長
し 

て
、
父
の
芸
術
や
生
活
の
良
き
協
力
者
と
な
り
、 

傅
山
の
代
作
者
と
し
て
書
画
の
注
文
を
さ
ば
い
た
。 

こ
の
こ
ろ
、
農
民
反
乱
軍
が
山
西
に
侵
攻
し
て
く
る
。 

地
主
階
級
の
傅
山
は
、
自
衛
の
た
め
、
農
民
軍
と
戦
う
か
、 

略
奪
さ
れ
、
流
亡
生
活
に
入
る
し
か
生
き
る
道
は
な
か
っ
た
。 

傅
山
が
二
十
八
歳
の
と
き
、
袁
継
咸
が
山
西
提
学
僉
事
と
し
て
太
原 

に
着
任
し
、
二
年
後
、
袁
継
咸
は
廃
墟
同
然
の
三
立
書
院
を
修
復
し
、 

て
、
山
西
の
選
抜
学
生
三
百
余
人
を
自
由
に
学
ば
せ
た
。
傅
山
は
、 

三
立
書
院
に
首
席
で
入
学
し
、
政
治
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
る
。 

飢
饉
や
動
乱
の
な
か
で
も
、
傅
山
は
学
問
修
業
に
励
み
、
１
６
４
２
年
（
傅
山

三
十
六
歳
）
に
は
、
傅
山
は
田
舎
の
虹
巣
に
別
荘
、
霜
紅
龕
を
作
り
、
読
書
生

活
の
場
と
し
、
眉
に
学
問
・
芸
術
を
教
え
つ
つ
、
自
分
も
同
年
夏
の
郷
試
を
受

験
し
た
が
、
落
第
し
た
。
そ
の
後
は
、
大
地
主
出
身
の
身
分
を
隠
し
、
政
治
活

動
を
す
る
た
め
に
道
士
の
姿
に
な
っ
た
。
１
６
４
３
年
（
傅
山
三
十
七
歳
）
の
と
き
、
李
自
成
軍
が
山
西
に
侵
入
す
る
。
傅
山
は
、

明
の
将
軍
た
ち
と
諮
っ
て
、
李
自
成
軍
と
戦
っ
た
が
、
無
駄
な
あ
が
き
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
１
６
４
４
年
、
崇
禎
帝
は
縊
死
し
、
李

自
成
は
北
京
に
入
城
し
、
明
朝
は
亡
ん
だ
。
こ
の
間
、
傅
山
は
財
産
を
失
い
、
一
年
の
間
、
反
乱
軍
か
ら
逃
れ
、
清
軍
に
抵
抗
す
る

た
め
、
山
西
の
東
部
や
北
部
を
流
浪
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
１
６
４
５
年
か
ら
１
６
５
３
年
の
間
、
動
乱
の
中
で
多
く
を
失
っ
た

傅
山
の
生
活
は
窮
迫
し
て
い
た
。
反
清
活
動
の
な
か
で
師
や
友
人
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
失
い
、
頼
る
人
も
い
な
く
な
っ
た
傅
山
は
、
生
活

の
た
め
医
者
（
後
世
に
残
る
ほ
ど
の
医
学
者
で
あ
っ
た
）
に
な
り
、
薬
を
売
っ
て
、
生
活
費
を
稼
ぎ
、
横
穴
住
宅
に
棲
み
、
母
を
養

っ
て
い
た
。
１
６
５
４
年
（
傅
山
四
十
八
歳
）
反
清
の
軍
事
行
動
を
起
そ
う
と
し
て
逮
捕
さ
れ
る
。
翌
年
釈
放
さ
れ
、
傅
山
の
反
清

抵
抗
は
ま
だ
つ
づ
い
た
よ
う
だ
が
、
鄭
成
功
が
南
京
で
敗
れ
、
清
の
統
治
が
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
に
な
っ
て
行
く
に
し
た
が
い
反
清
運

動
は
衰
え
て
い
っ
た
。
同
様
に
、
傅
山
も
政
治
へ
の
関
心
を
失
っ
て
い
っ
た
。
流
浪
の
果
て
、
故
郷
の
太
原
に
帰
っ
て
間
も
な
い
こ

ろ
、
１
６
６
０
年
（
傅
山
五
十
四
歳
）
の
冬
、
母
が
亡
く
な
っ
た
。
１
６
６
３
年
こ
ろ
か
ら
、
清
初
の
大
学
者
の
顧
炎
武
や
芸
術
家

ら
が
傅
山
を
訪
ね
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
学
者
や
芸
術
家
と
の
交
流
が
始
ま
り
、
学
者
芸
術
家
と
し
て
の
名
声
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

傅
山
は
１
６
７
４
年
（
傅
山
六
十
八
歳
）
に
泰
山
に
登
っ
た
。
そ
の
旅
の
後
、
彼
を
支
え
た
甥
の
仁
が
死
ん
だ
。
１
６
７
８
年
（
傅

山
七
十
二
歳
）、
政
府
が
博
学
鴻
詞
科
を
受
験
す
る
よ
う
に
命
じ
、
病
気
を
理
由
に
試
験
を
受
け
な
か
っ
た
傅
山
を
北
京
に
連
行
し
た

が
、
そ
れ
で
も
受
験
し
な
か
っ
た
。
政
府
は
さ
ら
に
、
中
書
舎
人
と
し
て
待
遇
す
る
の
で
、
皇
帝
に
拝
謝
の
礼
を
と
る
よ
う
に
と
強

制
し
た
が
、
傅
山
が
命
を
か
け
て
抵
抗
し
た
の
で
、
政
府
も
つ
い
に
あ
き
ら
め
、
傅
山
は
永
遠
に
自
由
に
な
っ
た
。
１
６
８
４
年
（
傅

山
七
十
八
歳
）、
五
十
八
歳
で
最
愛
の
息
子
眉
が
死
ん
だ
。
そ
の
四
ヵ
月
後
、
後
を
追
う
よ
う
に
傅
山
は
亡
く
な
っ
た
。 
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「
真
行
草
雑
書
冊
」
紙
本
。
各
23.0×

13.7
㎝
。
淡
い
界
線
の
あ
る
素
紙
に
詩
文

を
書
い
た
も
の
。
全
十
二
紙
、
各
紙
五
行
。 

図
版
は
「
皆
學
士
曲
垂
、
東
道
况
兼
、
氏
奉
諸
姨
」。 

傅
山
の
小
楷
（
細
楷
）
は
魏
晋
唐
の
小
楷
の
名
品
を
習
っ
た
も
の
だ
が
、 

雰
囲
気
は
、
二
王
よ
り
も
鍾
繇
や
顔
真
卿
に
近
い
と
感
じ
ら
れ
る
。 

字
形
は
、
偏
と
旁
を
離
し
て
扁
平
、
自
然
な
右
肩
上
が
り
で
向
勢
。 

お
お
ら
か
で
真
率
な
風
体
で
あ
る
。 

「
行
書
小
楷
叢
冊
」
で
目
に
つ
く
、
横
に
張
り
出
し
た
右
は
ら
い
に
は
、 

章
草
の
筆
意
が
感
じ
ら
れ
る
。 

「行書小楷叢冊」部分 東京国立博物館蔵 「真行草雑書冊」部分  東京国立博物館蔵 

鍾繇「宣示表」部分 
魏・221 年頃 

顔真卿「小字麻姑山仙壇記」 
部分 唐代中頃 

 

索靖「月儀帖」部分 
西晋 章草の名品 

傅
山
の
作
品
（
傅
山
は
書
、
画
、
詩
、
散
文
、
戯
曲
と
文
学
・
芸
術
に
才
能
を
発
揮
し
た
が
、
書
名
が
抜
き
ん
で
て
い
た
。） 

 

傅
山
は
自
分
の
学
書
経
験
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
私
は
八
、
九
歳
で
鍾
繇
を
臨
書
し
た
が
似
な
か
っ
た
。
や
や
長
じ
て
、
た
と
え
ば
東
晋
の
『
黄
庭
経
』『
孝
女
曹
娥
碑
』『
楽
毅
論
』

『
東
方
朔
画
讃
』『
洛
神
賦
十
三
行
』
、
下
っ
て
唐
の
『
破
邪
論
序
』
な
ど
臨
書
し
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
が
、
何
一
つ
近
似
す
る
も

の
は
な
か
っ
た
。
最
後
に
顔
真
卿
の
『
顔
氏
家
廟
碑
』
を
写
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
ぼ
そ
の
支
離
を
得
、
ま
た
遡
っ
て
『
争
坐
位
稿
』
を

臨
書
し
て
み
る
と
、
す
こ
ぶ
る
こ
れ
に
似
て
き
た
。
ま
た
進
ん
で
『
蘭
亭
序
』
を
臨
書
し
て
み
る
と
、
そ
の
神
情
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
も
の
の
、
し
だ
い
に
こ
の
技
の
あ
ら
ま
し
が
わ
か
っ
て
き
た
。」（
傅
山
『
家
訓
』） 

幼
少
の
頃
か
ら
魏
の
鍾
繇
、
東
晋
の
二
王
の
小
楷
、
唐
の
虞
世
南
の
小
楷
な
ど
、
ま
た
王
羲
之
・
顔
真
卿
の
書
を
、
書
の
基
本
と
し

て
学
習
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
法
帖
類
は
、
傅
家
に
代
々
伝
来
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。 

傅
山
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
古
書
法
を
尊
重
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
傅
家
の
伝
統
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

篆
隷
楷
行
草
す
べ
て
に
通
じ
て
い
た
傅
山
の
書
作
品
は
、
小
楷
作
品
、
長
条
幅
連
綿
行
草
書
、
異
様
な
篆
書
に
大
別
で
き
る
。 

 

小
楷
作
品 
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『淳化閣帖』伏想清和帖 

1661 年（55歳）傅山臨 
 
『淳化閣帖』巻 8 
王羲之「伏想清和帖」 
 

傅山臨王羲之「知欲東帖」 
東京国立博物館蔵 
絖本 154×47.6㎝ 

「千字文」部分 

『淳化閣帖』巻 10 知欲東帖 

伏
想
清
和
士
人
皆
佳
。
適
桓
公
十
月
末
書
。
為
慰
。 

云
所
在
荒
。
甚
可
憂
。
殷
生
数
問
。
北
事
勢
復
云
何
。 

（
想
安
西
以
至
。
能
数
面
不
。
或
云
頓
歴
陽
。
爾
耶
。

無
縁
同
為
歎
。
遅
知
問
。）・
・
・
辛
丑
秋
日
傅
山
臨 

伏
し
て
想
う
に
、
清
和
に
し
て 
士
人 

皆
な
佳
な
ら

ん
。
適
た
ま
桓
公
の
十
月
末
の
書
あ
り
、
慰
と
為
す
。

所
在
荒
る
と
云
う
。
甚
だ
憂
う
可
し
。・
・
・
・
・
・ 

知
欲
東
。
先
期
共
至
謝
吳

處
。
云
何
欲
行
。
想
忘
耳
。

過
此
如
命
。 

           

臨
書 
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「草書五言律詩軸」絹本 
203×45 ㎝ 個人蔵 

 

月
黒
く 

一
線
白
し
、
林
底 

林
端
縈

ま
う
わ

る
。 

木
心 

石
路
に
信ま

か

せ
、
只
だ
覚
ゆ 

芒
鞋

ぼ
う
あ
い

の

平
ら
か
な
る
を
。
雲
霧 

遮
さ
え
ぎ

れ
ど
も
断た

え

ず
、
禽
獣 

蹂ふ

む
も
崩
れ
ず
。
侶
伴 

前
後

に
任ま

か

せ
、
譲ゆ

ず

ら
ず 

亦
た
争
わ
ず
。 

樵
径
一
章
。
傅
山
。 

「
月
は
暗
い
が
一
筋
の
道
は
白
く
、
林
の
彼

方
、
林
の
端
ま
で
ま
つ
わ
る
よ
う
に
続
く
。 

木
の
心
で
石
の
路
を
た
ど
れ
ば
、
た
だ
わ
ら

じ
が
平
ら
か
で
あ
る
の
を
感
じ
る
。 

雲
や
霧
が
さ
え
ぎ
っ
て
も
断
ち
き
れ
ず
、 

禽
獣
は
ゆ
っ
く
り
ふ
み
歩
く
。 

連
れ
だ
つ
仲
間
は
そ
れ
ぞ
れ
前
と
後
に
、 

譲
り
も
せ
ず
争
い
も
せ
ず
に
行
く
。 

樵
径
一
章
。
傅
山
。」（
福
本
雅
一
氏
訳
） 

 

『
霜
紅
龕
集
』
巻
五
に
入
っ
て
い
る
自
作
詩

の
「
樵
径
」
の
一
章
を
連
綿
の
狂
草
で
書
い

た
壮
年
期
の
作
と
思
わ
れ
る
。 

傅
山
独
特
の
、
筆
を
引
き
ず
る
書
法
で
あ
る
。 

伝
統
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
精
神
と
気
力

が
漲
っ
て
い
る
。 

渇
筆
部
も
、
厚
み
の
あ
る
深
い
線
質
が
感
じ

ら
れ
る
の
は
、
直
筆
、
中
鋒
が
基
本
的
な
筆

づ
か
い
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

傅
山
の
ま
ぶ
た
に
は
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
道

が
、
山
水
画
の
よ
う
に
浮
か
ん
で
い
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

自
然
な
墨
の
潤
渇
と
濃
淡
と
運
筆
の
緩
急
と

強
弱
が
水
墨
画
の
よ
う
な
奥
行
き
の
あ
る
深

い
世
界
を
創
り
出
し
て
い
る
よ
う
だ
。 

激
し
い
表
現
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
線
に
柔
ら

か
さ
が
あ
る
の
は
絹
に
書
か
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。 

ま
さ
に
、
傅
山
の
気
宇
壮
大
な
人
間
性
を
絵

に
描
い
た
よ
う
な
作
品
で
あ
る
。 

月
黒 

一 

一
綫
白 

遮
不 断 

長
条
幅
連
綿
行
草
作
品 
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「草書七絶」 
ふくやま書道美術館蔵 

「草書五言律詩軸」絖本 
236×49.8㎝ 東京国立博物館蔵 

「草書七絶詩屏」（四幅）198.7×46.8 ㎝上海博物館蔵 

傅
山
の
詩
文
集
『
霜
紅
龕
集
』
に
は
書
を

論
じ
た
言
葉
が
多
い
。
そ
の
中
の
「
字
を

作
り
て
児
孫
に
示
す
」
よ
り
見
て
み
よ

う
。 

「
字
を
作
る
に
は
先
ず
人
を
作
る
。
人
奇
な

れ
ば
字
、
自
ら
古
な
り
」 

「
人
を
作
る
」
と
は
、
豊
か
な
人
間
性
を
養

う
と
い
う
こ
と
か
。 

「
奇
」
と
は
、
凡
庸
で
な
い
と
い
う
こ
と
か
。 

「
古
」
と
は
、
風
格
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。 

 

「
書
は
、
む
し
ろ
拙
な
る
も
巧
な
る
こ
と
な

か
れ
。
む
し
ろ
醜
な
る
も
媚
な
る
こ
と
な

か
れ
。
む
し
ろ
支
離
な
る
も
軽
滑
な
る
こ

と
な
か
れ
。
む
し
ろ
真
卒
な
る
も
按
排
す

る
こ
と
な
か
れ
。
そ
う
す
れ
ば
学
書
に
お

い
て
す
で
に
お
ち
い
っ
て
い
る
欠
点
を
挽

回
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」 

「
支
離
」
と
は
、
ま
と
ま
り
が
な
い
こ
と
。 

「
軽
滑
」
と
は
、
か
る
が
る
し
い
こ
と
。 

「
真
率
」
と
は
、
ま
じ
め
で
、
飾
り
気
が
な

く
、
つ
た
な
い
こ
と
。 

「
按
排
」
と
は
、
表
面
的
な
上
手
の
意
。
し

か
し
、
作
為
が
い
け
な
い
と
い
う
な
ら
、

芸
術
は
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。 

傅
山
は
伝
統
主
義
者
で
あ
り
、
王
羲
之
の

「
蘭
亭
序
」
や
顔
真
卿
の
「
争
坐
位
稿
」

や
楷
書
が
彼
の
書
の
基
調
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
対
極
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
王
献

之
や
趙
孟
頫
や
董
其
昌
の
書
を
「
媚
」

「
奴
」
と
し
て
嫌
悪
し
た
。 

「行草五言律詩軸」 

「行草七絶句軸」 
東京国立博物館蔵 
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不
褻

ふ

せ

つ(

巻
二
十
五
「
家
訓
」
よ
り) 

「
楷
書
は
篆
隷
八
分
か
ら
来
て
い
な
け
れ
ば
下
品
な
ス
タ
イ
ル
と
な

り
、
観
る
に
足
ら
な
い
。
こ
の
篆
隷
八
分
の
意
が
、
章
草
で
書
か
れ

た
、
皇
象
の
「
急
就
章
」
を
見
た
と
き
に
、
は
っ
き
り
と
わ
か
っ

た
。・
・
・
書
法
は
変
化
す
る
と
こ
ろ
ま
で
至
ら
な
け
れ
ば
妙
趣
は
あ

ら
わ
れ
な
い
も
の
だ
が
、
変
化
へ
は
、
正
か
ら
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。・
・
・
正
か
ら
入
る
こ
と
が
で
き
さ
え
す
れ
ば
、
お
の
ず
と
卑

賤
野
俗
の
気
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
が
、
筆
は
熟
さ
な
い
よ
う
・
・
・

し
か
も
褻
（
な
）
れ
る
こ
と
を
忌
む
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
・
・
・
」 

「
正
」
と
は
何
か
。 

「
書
法
の
妙
趣
も
ま
た
画
と
同
じ
く
ひ
と
え
に
正
で
あ
る
こ
と
に
す

ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
正
と
は
板
で
は
な
く
死
で
も
な
く
、
た
だ

古
法
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
・
・
・
」 

「
正
が
極
ま
れ
ば
奇
が
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
・
・
・
字
の
中
の
天
の

領
域
は
造
る
こ
と
が
で
き
な
い
・
・
・
」 

「
私
の
書
法
は
捉
わ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
ど
う
し
て
字
中
の
天
を
語
る

こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
。
こ
の
天
に
は
意
識
的
に
は
遭
え
な
い
が
、

大
酔
し
た
後
、
筆
も
、
紙
も
、
そ
し
て
字
も
念
頭
に
な
い
と
い
う
よ

う
な
状
態
に
な
れ
ば
、
も
し
か
し
た
ら
遭
え
る
か
も
し
れ
な
い
」（
巻

四
十
「
雑
記
」
五
よ
り
） 

「
私
は
書
法
の
佳
境
を
極
め
て
よ
く
知
っ
て
い
る
。・
・
・
こ
の
よ
う

に
し
よ
う
と
望
ん
で
そ
の
よ
う
に
で
き
る
の
は
工
（
た
く
み
）
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
し
よ
う
と
望
ま
な
い
で
そ
の
よ
う
に
で
き
る
の
は

天
で
あ
る
。
筆
跡
き
わ
ま
ら
な
く
と
も
精
神
き
わ
ま
れ
ば
天
で
あ
る
。

き
わ
ま
る
も
き
わ
ま
ら
な
い
も
天
で
な
い
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。

私
は
い
っ
た
い
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
か
？
ど
う
や
ら
こ
の
こ

と
を
言
う
の
は
難
し
い
よ
う
だ
。（
巻
二
十
五
「
字
訓
」
其
八
よ
り
） 

「楷書六言聯」部分 

「草書七絶句軸」 

「書画冊」 

「五律詩幅」杜甫「早起」 
208.5×43.5 ㎝ 

「七絶句幅」200.5×50㎝ 
遼寧省博物館蔵 

                    

長
条
幅
以
外
の
作
品 
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「杜甫詩 奉陪鄭駙馬韋曲二首」 

「楷書対幅」 晋祠文物管理所蔵 

「行草五言古詩巻」冒頭部分 絖本 25.4×336.8㎝ 

自作の五言古詩を書いたもの。 

祝賀のために友人に贈ったものである。 

明末清初の書家は紙本より絖本や綾本に書くこと
を好んだようである。 

「
詩
を
作
る
に
は
、
才
能
と
教
養
と
気
力
と
が
必
要
で

あ
り
、
個
性
が
発
揮
さ
れ
、
情
感
が
漂
い
、
真
に
自
分

の
詩
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
・
・
詩
に
は
風

格
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
・
・
、
詩
は
詩
人
の
総

体
が
表
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
傅
山
は
考
え
て
い

た
。
そ
の
傅
山
の
、
詩
人
と
し
て
の
最
高
の
理
想
は
、

杜
甫
で
あ
っ
た
。 

「
杜
甫
は
測
る
べ
か
ら
ざ
る
の
才
人
・
・
・
亦
た
但
だ

に
詩
を
以
っ
て
読
む
を
得
ず
。
其
の
中
の
気
、
化
し
て

精
微
に
、
文
士
の
心
手
の
妙
を
極
め
て
、
常
に
目
、
之

に
在
り
」（
巻
二
十
五
「
詩
訓
」） 

杜
甫
の
詩
の
根
幹
と
な
る
、
性
格
や
感
情
、
広
い
教
養
、

を
見
極
め
、
そ
の
う
え
で
、
心
し
て
字
句
を
学
ば
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
と
傅
山
は
考
え
て
い
た
。 

 

歴
史
に
つ
い
て
、
傅
山
は
、
真
実
は
す
べ
て
汲
み
取
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
感
じ
て
い
た
。 

「
作
る
者
に
心
有
り
、
看
る
者
に
心
有
り
。
作
る
者
に

時
有
り
、
看
る
者
に
時
有
り
。
変
何
ぞ
尽
く
し
易
す
か

ら
ん
、
論
何
ぞ
騰
（
は
）
す
る
に
勝
（
た
）
へ
ん
」 

人
の
思
い
は
、
時
間
、
場
所
、
人
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
、
と
。
芸
術
の
表
現
の
限
界
を
感
じ
な
が
ら

も
、
傅
山
は
表
現
を
つ
づ
け
る
し
か
な
か
っ
た
。 

「青主先生書冊」部分 第 21 葉と 22葉 

傅
山
が
最
も
敬
愛
し

て
い
た
書
家
は
、
顔
真

卿
で
あ
る
。 

｢

作

字

示

児

孫｣

の

「
詩
」
で
、
子
や
孫
た

ち
に
顔
真
卿
を
目
標

に
し
て
、
顔
真
卿
の
気

を
そ
な
え
る
べ
し
、
と

教
え
て
い
る
。 

そ
れ
は
、
顔
真
卿
の
書

法
と
い
う
よ
り
も
、
媚

び
た
よ
う
な
書
を
つ

く
る
、
王
献
之
や
董
其

昌
や
趙
孟
頫
の
対
極

に
あ
る
書
家
と
し
て
、

ま
た
人
と
し
て
の
生

き
方
を
尊
敬
し
目
標

に
も
し
た
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。 
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楷書冊 部分 山西省博物館蔵 

「篆書草稿」部分 

「太原段帖」部分  

これは、傅山の門人の段叔玉が、自ら所
蔵する傅山の真跡を 1683 年から 2 年か
けて石に刻した傅山の専帖である。 

傅山は人気のあった連綿草長条幅を、生
活のため、やむを得ず書いたらしく、ま
たその多くを傅眉と傅仁が代作したら
しい。自分の本当の書はこの法帖に刻さ
れた書であると思っていたようである。 

傅
山
は
、
当
時
は
ま
だ
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
篆

書
や
隷
書
の
意
に
着
目
し
て
い
た
。
『
説
文
』
な
ど

の
字
書
に
基
づ
い
て
篆
書
を
論
じ
て
い
る
。 

 

「
楷
書
は
篆
、
隷
、
八
分
よ
り
来
た
ら
ざ
れ
ば
、
妙

態
観
る
に
足
ら
ず
・
・
・
篆
隷
八
分
は
但
に
布
置
・

結
構
の
み
な
ら
ず
、
全
て
運
筆
、
転
折
・
活
発
の
処

に
在
り
て
之
を
論
ず
」 

「
篆
籀
の
従
来
を
知
ら
ず
し
て
、
字
を
講
じ
、
書
法

を
学
ぶ
は
、
暗
愚
な
り
」 

 

篆
、
隷
は
楷
書
だ
け
で
な
く
、
書
法
す
べ
て
の
基
盤

と
な
る
も
の
で
あ
る
と
、
傅
山
は
考
え
て
い
た
。 

 

「
楷
書
は
篆
隷
か
ら
ど
の
よ
う
に
う
つ
り
か
わ
っ

て
来
た
か
が
わ
か
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
う
ま
く
書
け

た
と
思
っ
て
も
、
結
局
は
俗
格
で
あ
る
。
・
・
・
古

籀
・
楷
・
行
・
草
・
隷
に
は
も
と
も
と
区
別
が
な
い

こ
と
が
わ
か
ろ
う
」 

「遊仙詩」12屏の 11、12 澄懐堂文庫蔵 

         

異
様
な
篆
書 
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明
末
清
初
の
遺
民
の
多
く
が
、
黄
道
周
や
倪
元

璐
の
よ
う
に
、
高
級
官
僚
だ
っ
た
が
、
傅
山
は

官
僚
に
な
る
こ
と
な
く
道
士
と
し
て
隠
遁
し
な

が
ら
反
清
活
動
を
つ
づ
け
た
特
異
な
人
で
あ

る
。
傅
山
は
当
代
一
の
思
想
家
で
あ
り
、
医
学

者
で
あ
り
、
書
画
だ
け
で
な
く
、
詩
文
や
散
文

や
戯
曲
に
も
才
能
を
発
揮
し
た
人
で
あ
っ
た
。 

  

「雲山寂莫図」個人蔵 
「竹柏図」173.6×55 ㎝ 「断崖飛帆図」絖本 大阪市立美術館蔵 

傅
山
の
絵
画
は
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
。 

「
自
然
界
の
鳥
獣
、
小
さ
な
池
、
重
畳
た
る
山
、
美

し
い
花
、
朽
ち
た
葉
、
そ
れ
ら
に
は
そ
れ
ぞ
れ
性
情

が
あ
る
。
そ
う
い
う
自
然
の
性
情
に
相
対
し
て
お
互

い
の
性
情
が
融
和
し
た
と
き
、
・
・
・
い
か
に
描
く

か
が
心
の
中
に
は
っ
き
り
し
て
く
る
も
の
だ
」（『
霜

紅
龕
集
』
巻
９
「
雑
記
」）
と
傅
山
は
述
べ
て
い
る
。 

対
象
と
自
分
が
一
致
し
て
は
じ
め
て
、
対
象
の
精
神

を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う

こ
の
時
代
の
文
人
の
美
術
哲
学
で
あ
る
。 

「竹柏図自題」 

（右の画の部分） 

 

 

                                            


